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【序】ベンゼン環にアルキルアミド基を３つ導入したベンゼントリアミドは、ベンゼ

ン環の相互作用、アミド基の分子間水素結合、アルキル鎖の疎水性相互作用を駆

動力として自己組織化し、ナノファイバーやゲル化能、ディスコティックヘキサゴナ

ルカラムナー液晶相 (Colh)を示すことが知られている。 1 またこの分子は、液晶状態

で交流電圧を印加すると電圧に応答してカラム方向の水素結合性のアミド基が回転

し分極反転が生じ、電場―分極 (P-E)曲線にヒステリシスを有する強誘電体となる。2 

また、当研究室では、強誘電性の発現と分子構造の相関を明らにしている。 3 一方、

アルキルアミド基にキラリティーを導入した分子は、溶液中で螺旋構造に由来した

CD スペクトルを示し、 4 興味深い分子集合状態を形成する。  

本研究では上記の知見を元に、 電子骨

格をベンゼンからピレンに拡張させ、かつ

非隣接アルキルアミド基を有する分子 1 と

2 を新規に合成した。 5 分子 1 と 2 は、バ

ルクおよび溶液中で、ピレン由来の発光特性を示すが、熱物性および電気特性に大き

な相違を示した。また、1 と 2 からなる混晶の熱物性と電気物性も合わせて報告する。  

【実験】分子 1 と 2 は、既法に従って合成した。5  UV-

vis および蛍光スペクトルの濃度依存性は、CHCl3 中

で行った。また、DSC および偏光顕微鏡 (POM)観測に

よる相転移挙動と液晶セルを用いた P-E 測定からバ

ルク物性を評価した。  

【結果と考察】分子 1 と 2 は黄色固体として得られ、

固体状態で黄緑色の蛍光を示した。両化合物共に、UV-

vis スペクトルでは濃度依存性が出現しなかったのに

対して、蛍光スペクトルでは濃度依存性が見られた。 
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Fig. 1. 分子 2 の蛍光スペ
クトルの濃度依存性  



Fig. 1 に示したように、濃度の上昇に伴い 400 nm 付

近のピーク強度が減少し、500 nm 付近のピークが成

長し濃度の上昇に伴ってレッドシフトを示した。こ

れは高濃度で π オリゴマーが成長し、電子移動距離

が増加したためと考えられる。また、分子 1 と 2 の

オリゴマー発光のエネルギー極大値を濃度に対し

てプロットすると、分子 2 では分子 1 縦軸または横

軸方向に平行移動させた関係になっていた (Fig. 2)。

分子 1 と 2 の吸収スペクトルが同じであることか

ら、HOMO-LUMO ギャップに変化は無いと考えら

れ、溶液中における分子集合体のパッキング様式の

変化に伴う、ピレン同士の重なり様式の変化に起因

する現象と考えられる。  

 バルク物性についての検討では、DSC および POM

観測から、分子 1 は室温付近で固相―液晶相転移を

示すのに対し、分子 2 では 220 K 付近で固相―固相

転移を示し室温付近での液晶相 (Colh)への転移が観

測されなかった。また、P-E 測定では、分子 1 が強

誘電体に特徴的なヒステリシスループを示すのに

対し、分子 2 ではヒステリシスは観測されず、常誘

電体的な挙動を示した (Fig. 3)。分子 1 の強誘電状態

にアルキル鎖のキラリティーの効果を付与する為

に、分子 1 と 2 の混晶の作製に関する検討を実施し

た。Fig. 4 は、1 と 2 の混晶の相転移挙動を相図とし

てまとめた。分子 1 の混合割合が 30 %以上の場合で

Colh が出現するが、1 の混合割合が 90 %の混晶を用

いた P-E 測定では強誘電性は確認されず、分子 2 の

結果に近いものとなった  (Fig. 3)。以上の結果から、 

混晶は物性的には 2 が支配的であり、Sergeants-Soldiers 則 6 がバルク状態で生じてい

ると考えられる。当日は、CD スペクトル測定による液中および薄膜での分子 1 と 2

の混合状態の解析結果についても報告予定である。  
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Fig. 2. 分子 1 と 2 の発光エネ
ルギー極大値の濃度依存性  
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Fig. 3. 分子 2 に対する 1
の混合割合と P-E 曲線  

Fig. 4. 分子 1 と 2 の混晶
の相図  
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